
百貨店宣伝資料

第一回配本・全4巻『家庭の志
し

る遍
べ

』1904（明治37）年7月～1905（明治38）年12月 2018年11月刊行予定

［監修］瀬崎圭二 同志社大学文学部 Ａ5判上製／カバー●揃予価：本体529,000円＋税 ISBN978-4-8433-5444-5 C3363

●特におすすめしたい方● 日本近代史、社会史、文化史、商業史、

メディア史研究者ほか研究機関、大学図書館・公共図書館など。

※毎度ありがとうございます。お申し込みはぜひ当店へ。
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●揃定価：本体77,000円＋税
ISBN978-4-8433-5445-2 C3363
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東京都千代田区内神田2-7-6
TEL .03（5296）0491
FAX.03（5296）0493
http://www.yumani.co.jp/
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●第1巻●『家庭の志る遍』第1号～第4号／1904（明治37）年7月～10月 定価：本体19,000円＋税 ISBN978-4-8433-5446-9

●第2巻●『家庭の志る遍』第5号～第8号／1904（明治37）年11月～1905（明治38）年2月

定価：本体18,000円＋税 ISBN978-4-8433-5447-6

●第3巻●『家庭の志る遍』第9号～第13号／1905（明治38）年3月～7月 定価：本体20,000円＋税 ISBN978-4-8433-5448-3

●第4巻●『家庭の志る遍』第14号～第18号／1905（明治38）年8月～12月 定価：本体20,000円＋税 ISBN978-4-8433-5449-0

◆全4巻揃定価：本体77,000円＋税 ISBN978-4-8433-5445-2 C3363

第二回配本・全9巻『流行』1906（明治39）年1月～1908（明治41）年12月 2019年刊行予定

◆全9巻揃予価：本体171,000円＋税

第三回配本・全7巻『流行』1909（明治42）年1月～1912（明治45・大正元）年12月 2019年刊行予定

◆全7巻揃予価：本体132,000円＋税

第四回配本・全7巻『流行』1913（大正2）年1月～1918（大正7）年2月 2019年刊行予定

◆全9巻揃予価：本体149,000円＋税

明治・大正期において、流行の商品を消費者に宣伝し販売するために、各百貨店から発行された宣伝資料（PR誌）を復刻する。企業の宣伝

誌という性質上、現存している資料も少なく、復刻版を通して、百貨店によって発信された近代日本の消費空間や企業イメージを捉えると

ともに、流行を創り出し新しい文化や生活をもたらした百貨店の基礎資料として、近代日本の文化史、および経済・経営史の一助としたい。

関
連
企
画
髙島屋百年史（1941）
●社史で見る日本経済史 41 本体34,000円

三 越（1933）
●社史で見る日本経済史 54 本体15,000円

松坂屋三百年史（1935）
●社史で見る日本経済史 55 本体15,000円

大阪急（1936）
●社史で見る日本経済史 59 本体10,000円

大丸二十年史（1940）
●社史で見る日本経済史 60 本体13,000円

松屋発展史（1935）
●社史で見る日本経済史 64 本体13,000円

大伊勢丹 増築完成記念（1936）

●社史で見る日本経済史 65 本体14,000円

東横百貨店 開店満五周年記念出版（1939）

●社史で見る日本経済史 69 本体15,000円

京浜デパート大観 開店満五周年記念（1938）

●社史で見る日本経済史 70 本体10,000円
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シリーズ

第
Ⅰ
期

白
木
屋

全
27
巻
（
予
定
）

社史で見る日本経済史●95 ●本体24,000円

花ごろも（三井呉服店編輯・刊 1899年）

社史で見る日本経済史●96 ●本体15,000円

春 模 様（三井呉服店編輯・刊 1900年）

『花ごろも』と『春模様』は、三越の前身、三井呉服店の発行した、

富裕層向けのPR誌。巻頭の晴れ着が女性の購買意欲をそそり、

当時の通販カタログの役目を十分に果たしているとともに、副題

の「三井呉服店案内」の通り、百貨店の前身の呉服店時代の三越

の様相を十分に伝える社史としての役割も果たしている。掲載さ

れたエッセイ・小説からも当時の企業文化を伝える資料といえる。



●
第
一
巻
●
『
家
庭
の
志
る
遍
』
第
一
号
〜
第
四
号

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
七
月
〜
一
〇
月

【
第
一
号
】
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
七
月

「
発
刊
の
趣
意
」
／
「
裁
縫
指
南
」
／
「
室
内
装
飾
」
松
浦
伯
直
伝
／
「
式
法

婚
礼
之
部
」
／
「
通
俗
法
律
」
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
流
行
案
内
」
／
「
茶
道
」

勇
猛
精
進
庵
／
「
料
理
法
」
／
「
素
人
医
者
」
／
〔
小
説
〕「
夏
蜜
柑
」
青
濤
／

表
紙
画
（
内
山
竹
塘
）

【
第
二
号
】
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
八
月

〔
小
説
〕「
夏
蜜
柑
（
承
前
）」
青
濤
／
「
室
内
装
飾
（
承
前
）」
松
浦
伯
直
伝
／

「
式
法

婚
礼
之
部
（
承
前
）」
漱
石
／
「
通
俗
法
律
（
承
前
）」
／
「
笑
門
」
丈

八
／
「
流
行
案
内
」
／
「
茶
道
（
承
前
）」
勇
猛
精
進
庵
／
「
料
理
法
（
承
前
）」

【
第
三
号
】
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月

「
祝
捷
の
異
議
」
／
「
裁
縫
指
南
」
／
「
通
俗
法
律
」
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
流

行
案
内
」
／
〔
雑
録
〕「
寄
書
」
玄
斎
／
〔
文
苑
〕
川
柳
、
俳
句
／
「
室
内
装
飾
」

松
浦
伯
直
伝
／
「
茶
道
（
承
前
）」
／
〔
小
説
〕「
敵
味
方
」
む
ら

【
第
四
号
】
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
〇
月

「
新
礼
儀
の
発
生
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
」
／
「
貴
女
紳
士
交
際
法
」

北
廬
訳
／
〔
雑
録
〕「
寄
書
」
呉
羽
生
／
「
通
俗
法
律
」
／
「
笑
門
」
丈
八
述
／

「
式
法
」
／
「
素
人
医
者
」
／
「
料
理
法
」
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
〔
小
説
〕

「
犠
牲
」
な
に
が
し

●
第
二
巻
●
『
家
庭
の
志
る
遍
』
第
五
号
〜
第
八
号

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
一
月
〜
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
二
月

【
第
五
号
】
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
一
月

「
戦
争
と
婦
人
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
」
／
「
室
内
装
飾
」
松
浦
伯

直
伝
／
「
式
法
」
漱
石
／
「
素
人
医
者
」
／
「
料
理
法
」
／
「
通
俗
法
律
」
／

「
笑
門
」
丈
八
述
／
「
貴
女
紳
士
交
際
法
」
北
廬
訳
／
「
茶
道
」
勇
猛
精
進
庵
／

「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
雑
録
」
／
「
文
苑
」
／
〔
小
説
〕「
魔
力
」
月
下
人

【
第
六
号
】
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
二
月

「
家
庭
の
音
楽
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
居
士
／
「
料
理
法
」
／
「
通
俗
法

律
」
／
「
笑
門
」
丈
八
述
／
「
流
行
案
内
」
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
式
法
」

漱
石
／
「
素
人
医
者
」
／
〔
小
説
〕「
愛
の
光
」
紫
生

【
第
七
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
月

「
年
賀
矯
正
の
好
機
会
」
／
〔
小
説
〕「
朝
風
呂
」
春
人
／
「
流
行
案
内
」
／

「
貴
女
紳
士
交
際
法
」
北
廬
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑
門
」
丈
八
述
／
「
茶
道
」

勇
猛
精
進
庵
／
〔
雑
録
〕「
寄
書

奥
州
の
方
言
と
八
犬
伝
」
中
村
生
／
「
文

苑
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
居
士
／
「
口
絵

恵
方
詣
」
寺
崎
広
業
画
伯
／

「
仝

松
間
の
富
嶽
」
川
合
玉
堂
画
伯
／
「
絵
葉
書
二
葉
」
磯
野
吉
雄
先
生

【
第
八
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
二
月

「
蜚
語
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
居
士
／
「
流
行
案
内
」
／
「
文
苑
」
／
「
式
法
」

漱
石
／
「
雑
録
」
／
「
貴
女
紳
士
交
際
法
」
北
廬
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑

門
」
丈
八
／
「
素
人
医
者
」
／
〔
小
説
〕「
高
利
貸
」
青
旻

●
第
三
巻
●
『
家
庭
の
志
る
遍
』
第
九
号
〜
第
一
三
号

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
三
月
〜
七
月

【
第
九
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
三
月

〔
社
説
〕「
恐
る
べ
き
風
潮
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
居
士
／
「
流
行
案
内
」
／

「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
料
理
法
」
／
「
式
法
」
漱
石
／
「
文
苑
」

笑
阿
弥
／
「
室
内
装
飾
法
」
松
浦
伯
直
伝
／
「
茶
道
」
勇
猛
精
進
庵
／
「
雑

録
」
／
〔
小
説
〕「
女
記
者
」
春
人

【
第
一
〇
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
四
月

〔
論
説
〕「
花
見
を
利
用
せ
よ
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
案
内
」
／

「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
素
人
医
者
」
／
〔
文
苑
〕「
朧
染
」「
八

千
八
声
」「
う
ぶ
め
ど
り
」
笑
阿
弥
／
「
雑
録
」
／
〔
小
説
〕「
お
ぼ
ろ
夜
」
春

人
【
第
一
一
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
五
月

〔
論
説
〕「
自
然
感
化
と
都
市
」
／
「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」
物
外
／
「
流
行
案

内
」
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
〔
文
苑
〕「
川
柳
」「
新
風
俗
詩
」「
俳
句
」
／
「
室

内
装
飾
法
」
松
浦
伯
直
伝
／
〔
笑
門
〕「
御
大
名
」「
其
二
」「
町
人
の
子
」
丈

八
／
「
雑
録
」
／
〔
小
説
〕「
当
籤
」
遅
塚
麗
水
／
「
表
紙
画
」
稲
田
吾
山
先

生
／
「
絵
は
が
き
（
二
葉
）」
磯
野
吉
雄
先
生

【
第
一
二
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
六
月

「
自
然
感
化
と
都
市
（
再
び
）」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
案
内
」
／

「
茶
道
」
勇
猛
精
進
庵
／
〔
文
苑
〕
新
体
詩
、
俳
句
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑

門
」
丈
八
／
「
素
人
医
者
」
／
「
雑
録
」
／
〔
小
説
〕「
パ
ノ
ラ
マ
」
な
に
が
し

【
第
一
三
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
七
月

「
時
事
小
観
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
案
内
」
／
「
素
人
医
者
」
／

「
式
法
」
漱
石
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
化
学
的
化
粧
法
」
水
藻
／
「
文
苑
」
／

「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
雑
録
」
／
〔
小
説
〕「
隣
座
敷
」
く
れ
が
し

●
第
四
巻
●
『
家
庭
の
志
る
遍
』
第
一
四
号
〜
第
一
八
号

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
〜
一
二
月

【
第
一
四
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月

「
上
塗
主
義
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
案
内
」
／
「
家
内
装
飾
法
」
松

浦
伯
直
伝
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
料
理
法
」
／
「
雑

録
」
／
〔
文
苑
〕
新
体
詩
、
俳
句
／
「
化
粧
法
」
水
藻
／
〔
小
説
〕
青
濤
「
船

世
帯
」

【
第
一
五
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
九
月

「
二
個
の
理
想
」
／
「
裁
縫
指
南
」
物
外
／
「
流
行
案
内
」
／
「
育
児
法
」
叢

軒
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
化
粧
法
」
／
〔
雑
録
〕「
奇
書
」
宇
賀
の
浦
人
／
「
料

理
法
」
／
「
文
苑
」
／
「
室
内
装
飾
法
」
松
浦
伯
直
伝
／
「
素
人
医
者
」
／

〔
小
説
〕
青
濤
「
船
世
帯
」
／
表
紙
画
図
案
（
三
浦
北
峡
）
／
「
口
絵
」
／
「
写

真
」

【
第
一
六
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
〇
月

表
紙
画
（
三
浦
北
峡
）
／
「
口
絵
」
／
「
挿
絵
」
／
「
戦
後
の
家
庭
」
／
「
流

行
案
内
」
／
「
化
粧
法
」
水
藻
／
「
笑
門
」
丈
八
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
料

理
法
」
／
〔
雑
録
〕「
奇
書
」
宇
賀
の
浦
之
助
／
〔
文
苑
〕
俳
句
、
模
様
づ
く
し

（
雨
六
）
／
「
茶
道
」
勇
猛
精
進
庵
／
〔
小
説
〕「
生
別
」
青
濤

【
第
一
七
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
一
月

「
平
和
克
復
と
芸
術
」
／
「
裁
縫
指
南
」
／
「
流
行
」
／
「
笑
ふ
門
」
丈
八
／

「
化
粧
法
」
水
藻
／
「
素
人
医
者
」
／
〔
文
苑
〕
俳
句
、
風
俗
詩
／
〔
寄
書
〕

「
悪
魔
」
六
花
生
／
「
育
児
法
（
牛
乳
の
つ
ゞ
き
）」
叢
軒
／
「
雑
録
」
／
〔
小

説
〕「
生
別
」
青
濤
／
表
紙
画
「
紅
葉
狩
」
三
浦
北
峡
／
付
録
絵
は
が
き
「
石
蕗

の
花
」
三
浦
北
峡
／
「
口
絵
」
／
「
挿
絵
」

【
第
一
八
号
】
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
二
月

表
紙
画
案
「
水
仙
」
三
浦
北
峡
／
「
口
絵
」
／
「
歳
暮
と
家
庭
」
／
〔
小
説
〕

「
写
真
」
な
に
が
し
／
／
「
流
行
」
／
「
育
児
法
」
叢
軒
／
「
笑
門
」
丈
八
／

「
茶
道
の
話
」
勇
猛
精
進
庵
／
「
雑
録
」
／
「
素
人
医
者
」
／
〔
小
説
〕「
内
と

外
」
笑
阿
弥

シ
リ
ー
ズ
百
貨
店
宣
伝
資
料

第
Ⅰ
期
白
木
屋

第
一
回
配
本
『
家
庭
の
志し

る
遍べ

』
全
四
巻
の
収
録
内
容

◆……本文見本 ……◆
65％に縮小してあります

●
白
木
屋
は
一
六
六
二
（
寛
文
二
）
年
に
創
業
。
越
後
屋
（
現
・
三
越
）

や
大
丸
屋
（
現
・
大
丸
）
と
並
ん
で
江
戸
三
大
呉
服
店
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
。『
家
庭
の
し
る
べ
』
は
、
婦
人
向
け
総
合
雑
誌
と
し
て
創
刊

（
全
一
八
号
・
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
七
月
〜
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年

一
二
月
）。
結
婚
前
後
の
若
い
女
性
を
対
象
と
し
た
。
室
内
装
飾
、
式
法
、

法
律
、
料
理
法
、
育
児
法
や
応
急
手
当
な
ど
の
ほ
か
、
商
品
紹
介
、
注

文
の
栞
、
代
価
表
、
注
文
書
な
ど
を
掲
載
す
る
。

●
後
続
誌
は
、
誌
名
を
『
流
行
』
に
変
更
（
全
一
四
六
号
・
一
九
〇
六
（
明

治
三
九
）
年
一
月
〜
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
二
月
・
第
二
回
配
本
〜
第
四
回

配
本
に
収
録
予
定
）。
そ
の
誌
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
「
流
行
」
を
発

信
す
る
側
と
し
て
、
知
識
人
、
文
化
人
、
芸
術
家
等
の
談
話
や
エ
ッ
セ

イ
な
ど
も
掲
載
し
、
誌
面
の
充
実
を
見
せ
て
い
る
。

上右：「裁縫指南」（『家庭の志る遍』第一号より）
上左／下：「流行案内」（『家庭の志る遍』第一号より）


